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研究成果の概要： 

秦漢～六朝・隋唐時代の強制移動刑のうち、遷刑・徙遷刑・流刑について、刑罰としての特

徴を明らかにした。また、唐律の流刑の淵源は北朝の流刑にあるが、それは儒教経典の理念に

裏づけされた刑罰であり、そのため、成立当初から刑罰理念と執行の実際との間に乖離が存在

したことを明らかにした。 
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１．研究開始当初の背景 

豊富な出土文字資料を背景に新たな研究
成果が蓄積されてきた秦漢法制史と、律令学
以来の連綿たる研究の蓄積をもつ唐代法制
史とのはざまにあって、六朝法制史研究はこ
れまで谷間の存在と言わざるを得ず、とりわ
け法体系・刑罰制度などに関する踏み込んだ
研究となると、ほとんど蓄積がなかった。強
制移動刑についても研究は手薄であり、唐律
の刑罰について考察を深めるためにも新た
な道筋をつける必要があった。 
 

２．研究の目的 

本研究では、次の３点を主たる目的に設定
した。 

(1) 秦漢時代の強制移動刑について、強制移
動の持つ意味を解明する。 

(2) 魏晋南朝の強制移動刑の特質と刑罰執行
の実際を明らかにする。 

(3) 唐律の流刑の淵源とその理念、および流
刑執行の実際を明らかにする。 

 

研究種目：基盤研究 (C) 

研究期間：2006～2008 

課題番号：１８５２０５３６ 

研究課題名（和文） 漢魏六朝時代における強制移動刑の展開とその影響 

  

研究課題名（英文） A Study on Exile as punishment during the Han, Wei and Six Dynasties

  

研究代表者 

辻 正博 (TSUJI MASAHIRO) 

京都大学・大学院人間・環境学研究科・准教授 

研究者番号：３０２１１３７９ 



３．研究の方法 

上述の研究目的を達成するため、次のよう
な方法で研究を実施した。 

〔研究方針〕 
(1) 秦漢時代の強制移動刑について、出土文

字資料と文献史料の双方向から考察を加
える。 

(2) 魏晋南朝の強制移動刑の特質について、
文献史料を中心に考察を加える。 

(3) 唐律の流刑の淵源とその理念、および流
刑執行の実際について文献史料・出土史料
の双方を利用して分析を加える。 

上記(1)～(3)の作業を進める中で収集した
史料は、従来から構築しつつある法制史料デ
ータベースに蓄積するとともに、特に文献史
料については時間をかけて精読する方法を
採った。 

(4) 加えて、当初は全く予定していなかった
ことではあるが、2006 年 11 月に正式公開
された「明鈔本天聖令」について、その史
料的重要性に鑑み、研究期間の途中から、
本格的な検討を加えることとした。研究課
題に直接関係する「獄官令」を中心に、一
条ごとに詳細な分析を行った。作業を効率
的なものとするため、公開された天聖令の
条文を、既存の復原唐令（『唐令拾遺』『唐
令拾遺補』所載の条文）および日本令(主に
養老令）と比較対照できるような簡易デー
タベースを作製した。 

 
〔研究対象とする史料〕 
(1) 関連史料の収集に際しては、漢魏六朝隋

唐の正史や『冊府元亀』以外に、特に『文
館詞林』に注目した。これは、当該書にし
か収められていない詔勅・上表が相当数あ
り、かつ、中国で早い時期に失われた書物
であったために従来あまり研究者に注目
されてこなかったという事情を鑑みての
ことである。 

(2) 敦煌・トルファン出土史料については、
唐代法典史料を中心に精力的に調査を行
った。とりわけ、近年写真版の出版が完成
したロシア・サンクトペテルブルクのロシ
ア科学アカデミー東洋学研究所蔵の敦煌
文書と、現在出版継続中の北京・中国国家
図書館蔵の敦煌文書は、従来、資料状況が
芳しくなかったためにあまり研究が進ん
でおらず、未発見の法制史関係文書がかな
り存在する。 

 
 

４．研究成果 

本研究によって得られた成果・結論は、以
下の通りである。 

(1) 漢魏六朝時代の強制移動刑と、唐律の流
刑との関係について 

a) 秦～漢初に見られる「遷刑」なる強制
移動刑は、罪人を郷里社会から「隔離」
することを主目的とする刑罰である。し
たがって、罪人を遠隔地に追放する刑罰
である「流刑」に直接的に結びつくもの
ではなく、これを流刑の先蹤と見なすこ
とはできない。 

b) 漢魏～南朝にかけて行われた「徙遷刑」
は、罪人を辺境に強制移動する点におい
ては唐律の流刑と共通点を有するが、あ
くまでも労役刑の一形態として執行さ
れている点で流刑と決定的に異なる。王
朝の刑罰体系上、徙遷刑は主刑として位
置づけられていたわけではなかったの
である。 

c) 流刑が最初に主刑となったのは、北魏
の時である。その背景には、北魏王朝が
（特に後期になって）推進した漢化政策
がある。『尚書』舜典をはじめとする経
書の記述に依拠して、流刑が死刑に次ぐ
重刑として位置づけられたのである。し
かし、実際に執行されていたのは「徙辺」
刑であり、漢魏～南朝の徙遷刑と大差な
いものであった。北斉王朝においても、
事情に大差は無い。 

d) 唐律の流刑の理念上の直接的淵源は、
北周律の流刑にある。都から一定距離隔
たった場所に罪人を強制移動させると
いう刑罰は、唐律に規定された流刑に極
めて近い内容を持つ。刑罰執行上の規定
についても、両者はいくつもの共通点を
有する。但し、刑罰執行の実態について
言えば、北周の流刑も徙辺刑として実行
されていたと考えられる。罪人を都から
強制移動させる距離の規定が非現実的
であることは従来から指摘されていた
が、執行面でも規定通りに行うことが困
難であった（あるいは当初よりそのつも
りがなかった）ことが伺われる。 

(2) (1)との関連から、流刑の理念と刑罰執
行の現実との乖離について 

a) (1)-c にも記したように、流刑は経書の
理念に依拠して生まれた刑罰である。そ
のため、成立当初より、刑罰執行の現実
は、刑罰理念と乖離していたと言える。
罪人を強制移動させる距離について明



確な規定を持たなかった北魏・北斉の流
刑は言うに及ばず、距離規定を持つ北周
の流刑においても、徙辺刑として執行さ
れていた。隋代でも、「配防」と称して
徒刑・流刑囚を辺境に強制移動させて労
役に服さしめる規定が存した。 

b) 唐律の流刑でも、事情は同じであった
と言わざるを得ない。2000 里～3000 里
まで三段階に設定された流刑の等級は、
執行に関わる規定において等閑視され
ていたことが明白である。距離規定によ
れば、配所は必ずしも辺境に限られない
はずであるが、実際の配流地は、都から
遠く離れた辺境の州ばかりであり、それ
以外の地に罪人が配流された事例は皆
無である。のち、律の条文との調和を図
るために、距離を遵守して流刑を執行す
るよう定めた令の条文が現れるが、具文
と見なすべきである。 

c) 唐代前期から、律の規定を逸脱した、
いわば「律外の流刑」を定めた法令が発
布されたのも、かかる背景を考えれば、
自然な流れであると言える。律の流刑は、
「理念的」には罪人を都から僻地に放逐
する追放刑であったが、現実に執行され
る刑罰は、当初より、辺境への強制移動
を伴う労役刑だったのである。 

(3) 天聖「獄官令」に含まれる流刑関連規定
の分析 

a) 天聖令には、「宋令」以外に「不行唐令」
が含まれているが、今回の研究課題に直
接的に関係するのは、おもに後者である。
これには、従来知られていなかった唐令
の条文が相当数あって、唐の政治制度を
解明する上で重要な史料となり得る。 

b) このたびの研究で取り上げたのは、流
刑の執行に関する条文であり、これまで
未知の条文であった。条文内容を逐一分
析し、流刑の執行方法や手順を解明した
上で、流刑の本質に関わる問題に言及し
た。不行唐令の条文には、流刑が都から
の追放刑である痕跡を残すが、それは唐
中期には制度的に改められた。 
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